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Ⅲ-３　共生社会デザイン学科

1．概　要
1）教育目的
　本学の建学の精神である「共生社会の実現」を目指し、社会に貢献する共生社会デザイン専門職業人の育成を

目的とする。

2）教育目標─養成する人材像
【養成する人材像】
　本学の基本理念に基づき、共生社会デザイン学科の養成する人材像は、以下のとおりである。

1�．地域共生社会の構築に向けて、保健・医療・福祉・介護・就労・教育等に関わる専門的知識を修得し、多

職種連携のもとで、ソーシャルワークが実践できる人材

2�．利用者主体で、個人やその家族の生活課題をアセスメントし、支援計画を作成・実施（個別支援）できる

人材

3．住民主体で、地域の生活課題をアセスメントし、支援計画を作成・実施（地域支援）ができる人材

4．個人や家族への支援である個別支援と、地域への支援である地域支援を連続して支援できる人材

【教育目標】
　人材養成を達成するため、本学科の教育目標を以下のように定める。

1�．保健・医療・福祉・介護・就労・教育等に関わる専門的知識や多職種連携の方法について理解し、ソーシャ

ルワークについて理解できるようになる

2．利用者やその家族の生活課題をアセスメントし、支援計画を作成・実施（個別支援）できるようになる

3．地域の生活課題をアセスメントし、支援計画を作成・実施（地域支援）できるようになる

4．個別支援と地域支援を連続して支援することができるようになる

3）学科の方針
【ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与方針）：DP】
　本学の基本理念、「共生社会デザイン学科の養成する人材像」および教育目標に基づき、共生社会デザイン学

科における卒業時の到達目標である学位授与の方針は、以下のとおりとする。

1．人間を尊重する態度と高い倫理観を養い、人間を統合的な存在として理解する能力を身につける

2．保健・医療・福祉・介護・就労・教育等に関わる専門的知識や技術に関する能力を身につける

3．利用者主体の生活支援として、ソーシャルワークの展開過程を実施できる能力を身につける

4．利用者やその家族の生活課題をアセスメントし、支援計画を作成・実施（個別支援）する能力を身につける

5．地域の生活課題をアセスメントし、支援計画を作成・実施（地域支援）する能力を身につける

6．個別支援から地域支援へ、地域支援から個別支援への連続した支援ができる能力を身につける
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【カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施方針）：CP】
1�．人権や多様な人間性を尊重し、主体的に関わる能力を育成するために、基礎となる知識と豊かな人格を涵

養することを重視した科目を基礎教育科目に配置する

2�．包括的な支援に必要な専門職かつチームの一員として、社会福祉とマネジメントの基礎に関する科目を専

門基礎教育科目に配置する

3�．福祉サービスを必要とする人の支援を可能とするため、ソーシャルワーク、マネジメントに関する科目を

専門教育科目に配置する

4�．ケーススタディ（CS）や問題解決型学習（PBL）を通して、アクティブ・ラーニングによる問題解決プ

ログラムに関する科目を配置する

5�．学習成果の評価は、学力3要素「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」を

原則とし、5段階の評価で示す

【アドミッション・ポリシー：AP】
　養成する人材像やディプロマ・ポリシーに定める修得を目指し、共生社会デザイン学科カリキュラム・ポリシー

に定める教育を受けるための条件として、共生社会デザイン学科のアドミッション・ポリシーは以下のとおりと

した。

1．保健・医療・福祉などに関わる専門的知識を学べる基礎学力を有する人

2．差別や偏見をなくし、地域共生社会の実現のために貢献したいと思う人

3．自立困難な人や生活のしづらさを抱えている人の人生を豊かにできる人

4．社会福祉施設や医療機関等の支援システムの運営管理に関心のある人

5．本人や地域の課題解決について考える力のある人

4）教育課程
（1）教育課程の特色
　共生社会デザイン学科では、保健・医療・福祉などの分野において、これまでの枠の中での狭い範囲のソーシャ

ルワークではなく、複数分野の問題や複雑に絡む問題を抱える対象者や世帯への支援を分野横断的かつ包括的に

考え実践できる専門的知識と技術を備えた人材を養成するため、カリキュラム・ポリシーに基づいて教育課程を

編成する。なお、編成にあたっては、共生社会デザイン学科のディプロマ・ポリシーに基づき、科学的思考をもっ

て主体的に学修する能力を養うため、講義、実習、演習を組み合わせ、科目に適した形態の授業を編成した。

（2）教育課程の編成
　本学の基本理念、「共生社会デザイン学科の養成する人材像」および教育目標を達成するために、教育課程を「基

礎教育科目」、「専門基礎教育科目」、「専門教育科目」の3区分で編成し、大学教育を修めた社会人として必要な

基礎知識とともに、福祉や医療分野で働く専門職に求められる知識・技術の修得を目指し、さらには、ケースス

タディ（CS）や問題解決型学習（PBL）を通じて、より実践に基づいた高い実践力を育てることを目指している。

　基礎教育科目は、人権や多様な個性を尊重し、利用者が主体的に関わる能力を育成するために、土台となる基

礎知識と豊かな人間性を養うことを重視した科目を配置し、「人間と文化」、「人間と社会」、「健康科学」および「語

学」に分類した。

　専門基礎教育科目は、保健・医療・福祉などの専門性を持つために必要な基礎知識や技術、ICF（国際生活機
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能分類）の視点、多職種との連携、地域での実践および福祉や医療等の情勢、経営や管理運営の基礎を学ぶため

の科目を配置した。本科目は、専門教育科目の理解につなげることを目的としている。その中で「社会福祉の基礎」、

「医療DX・福祉経営の基礎」に分類した。

　専門教育科目は、ソーシャルワークで求められる知識と技術を確実に修得すること、さらにソーシャルワーク

の専門職として質の高い支援を実践するための知識と技術を修得するための科目を配置した。「ソーシャルワー

クの理論と方法」および「医療DX・福祉管理運営の実践」において、知識・技術を学び、「ソーシャルワーク演習」

においては演習を通して知識と技術を統合し、「ソーシャルワーク実習」ではこれまで学んだものを、実践でき

るよう具体化していくのが目的である。さらに「総合科目」として、マネジメントケーススタディとなる「基礎

演習」、「専門演習Ⅰ」、「専門演習Ⅱ」の3科目（6単位）を必修とし、「卒業研究」（4単位）は選択科目とする。

体験学修や事例検討などを行うことで高い実践力を育てることを目指す。

（3）教育課程進度表
①科目配置

　教育課程の進行は、「基礎教育科目」をベースに「専門基礎教育科目」、「専門教育科目」と学んでいきますが、

相互に関連して学びを深めていくことを目的に配置しています。

　人間理解に必要な幅広い知性と豊かな感性を育て、学生自身の人間性を育てるための教育科目は、「基礎教育

科目」として低学年に配置し、人間に関する学際的な学問領域の教育科目を設定しています。

　専門職業人を育成するための教育科目は、「専門基礎教育科目」、「専門教育科目」に設定し、必要な専門的知識・

技術はそれらの領域で学修します。学年が進むにしたがい、「専門教育科目」が増えていきますが、「基礎教育科

目」と「専門教育科目」が関連付けて学修できるように、「専門教育科目」を1　年次から配置し、「基礎教育科目」

も可能な限り配置しています。

②学年の特徴

　1年次では、「基礎教育科目」を配置し、人間理解の基礎となる学問的知識を得るとともに、学生個人の価値

観や人間観を育て、科学的思考力や大学人として主体的・自律的に学ぶ姿勢を身に付けることを目標としていま

す。同じく、1年次から「専門基礎教育科目」、「専門教育科目」を配置しているのは、「専門教育科目」への導

入と「基礎教育科目」と「専門教育科目」の関連性を確認しながら学ぶことで、今後の学修への関心を高め、明

確な動機付けとなることを目的としているからです。

　2年次では、「専門基礎教育科目」、「専門教育科目」数が増え、「基礎教育科目」で学んだ知識を関連させ、活

用しながら、「専門教育科目」の基礎を修得することを目的としています。

　3年次では、「専門教育科目」の講義・演習・実習をとおして、専門的知識を深め、最終学年における統合化

に向けて準備することを目的としています。

　4年次では、3年次までの学修に加え、さらなる科目で領域の広がりを学ぶとともに、卒業時の学修到達度と

今後の目標や自己課題を明らかにすることを目的としています。

③主体的学修

　学修の主体は、学生であることから、それぞれの授業科目において、学生自らが積極的に参加し、主体的に学

修に取り組むことで、自らの課題を達成していくこと、並びに学生の個別性に応じて、多領域にわたり、学問的

興味や関心を持つことができることを目的に、演習の学修時間を多くしています。グループワークなどのチーム
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学修をとおして、学生相互に学びを深めるとともに、調整する能力や協働する能力、ディスカッション能力を育

成することもねらいとしています。

④実習

1）社会福祉士

　「ソーシャルワーク実習Ⅰ」では、ソーシャルワークの実践に必要な各科目の知識と技術を統合し、社会福祉

士としての価値と倫理に基づく支援を行うための実践能力を養うとともに、支援を必要とする人や地域の状況を

ICF（国際生活機能分類）の視点を踏まえた社会生活モデルに基づきアセスメントし、その生活上の課題（ニーズ）

について把握する。その把握した課題に対応するため、支援を必要とする人の内的資源やフォーマル・インフォー

マルな社会資源を活用した問題解決プログラムの作成、実施およびその評価ができる能力を修得する。

　さらには、包括的・重層的な地域生活支援に必要な関連分野の専門職との連携のあり方およびその具体的内容

を実践的に理解する。

2）精神保健福祉士

　「ソーシャルワーク実習Ⅱ（精神）」を通して、『精神保健福祉士としてのソーシャルに係る専門的知識と技術

の理解』や『精神疾患や精神障害、メンタルヘルスの課題をもつ人びとのおかれている現状に関する知識』に基

づき精神保健福祉現場での試行と省察の反復により実践的な技術等を体得するとともに、その生活実態や生活上

の課題について具体的に把握する。

　また、実習指導者からのスーパービジョンを受け、精神保健福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己

に求められる課題把握等、総合的に対応し問題解決するプログラムを作成できる能力を修得する。

　さらには、包括的・重層的な地域生活支援に必要な関連分野の専門職との連携のあり方およびその具体的内容

を実践的に理解する。

3）スクールソーシャルワーカー

　スクールソーシャルワーク実習の目的は、児童生徒が過ごす学校現場と教職員活動の実際を体験的に学び、ス

クールソーシャルワーカーとして支援が必要となる教育現場の課題を発見する力を養い、教職員および家庭や関

係機関と連携するための実践的な取り組みを理解すること、もってスクールソーシャルワーカーに求められる総

合的対応力を修得することである。

　先に履修したソーシャルワーク実習Ⅰの学習内容を基礎として、次の事項を発展的に学ぶ。①児童生徒および

教職員との円滑な人間関係を形成すること、②支援対象との援助関係を形成するとともにニーズ把握と支援計画

を作成すること、③ケース会議等に参加しスクールソーシャルワーカーに求められる役割を理解すること、④子

ども家庭を対象とした地域の支援体制を理解すること、⑤子どもの権利条約、社会福祉士の倫理綱領、教職員の

職務規程を遵守し、その姿勢を身につけること。

4）心理実習

　心理実習を通じて、公認心理師として活躍するために必要となる知識および技能を修得する。具体的には、5

分野（医療保健、福祉、教育、司法・犯罪、産業・労働）の各施設において実習を行う。実習では、①公認心理

師としての職責の自覚、②心理職の仕事と役割、③心理支援を要する者へのチームアプローチ、④多職種連携・

地域連携、⑤公認心理師としての職業倫理および法的義務を学習し、身につけることを目的とする。
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２．履修について
　履修とは、「必修・選択科目を確認のうえ単位修得を希望する科目について登録し、授業・試験を受けて合格し、

単位を修得する」という過程を意味します。履修登録にあたり、『履修の手引き』・『シラバス』・『授業時間割』を

熟読の上、履修計画を立ててください。1年間の履修計画を立て、前期の履修登録期間中に後期分の履修登録も

行ってください。

1）履修の上限単位（CAP制）
　本学では、1単位の単位修得に必要な学修時間を確保し、学修の質の向上と学修の効率化をはかるために、

学年ごとに適切に学修できるように、履修登録科目数の上限制度であるCAP（キャップ）制を導入しています。

このCAP制は、1年間に履修することのできる授業単位を制限するので、上限を超えた履修登録をすること

はできません。

学年 1年間の上限

1年 45単位

2年 45単位

3年 45単位

4年 45単位

2）履修上の注意
　卒業に必要な科目履修、単位の管理は、学生自身の自己責任となります。『履修の手引き』と『シラバス』

等を活用して、履修方法、単位認定、試験等にかかわる事項を十分に確認しておきましょう。

　また、堅実な履修計画を立て、単位を管理し、4年間の履修計画を立てておきましょう。

①　すでに単位を修得している科目を履修することはできません。

②�　教育上やむを得ないと認められる場合は、履修登録の事前または事後に履修人数を調整することがありま

す。

③　授業時間が重複する科目を履修することはできません。

④　各学年において、上級学年に履修する授業科目を履修することはできません。

⑤�　ソーシャルワーク実習の履修には、先修要件があります。先修要件を満たしていない場合は、実習を履修

できません。

　ソーシャルワーク実習に関わる科目を履修するためには、履修規程第19条の進級要件を満たし、かつ次に定

める科目の単位を修得していなければならない。
実習科目 先修要件

ソーシャルワーク
実習Ⅰ

2年次後期の配当科目のソーシャルワーク実習指導Ⅰを修得していること。

ソーシャルワーク
実習Ⅱ（精神）

3年次後期の配当科目のソーシャルワーク実習指導Ⅲ（精神）を修得していること。
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3．単位修得について
（1）進級要件単位数

　進級するためには学年ごとに修得する必要がある全必修科目の単位修得が必要です。進級の可否についての判定

は毎年3月に行います。

（2）卒業要件総単位数

　本学を卒業するためには、下記の表が示す単位数の修得が必要となります。

共生社会デザイン学科
科目区分 基礎教育科目 専門基礎教育科目 専門教育科目 卒業要件
必修単位 15単位 35単位 11単位 61単位
選択単位 9単位以上 17単位以上 37単位以上 63単位以上
小　計 24単位以上 52単位以上 48単位以上 124単位以上

4．履修科目について
　必ず履修しなければならない必修科目と各区分の中から指定された単位数以上を自由に選択できる選択科目を

履修します。

①基礎教育科目（卒業要件：24単位以上）
　基礎教育科目は、一般的な教養科目を基盤とし、カリキュラム・ポリシー（CP1）のもと、人権や多様な個性

を尊重し、主体的に関わる能力を育成するために、土台となる基礎知識と豊かな人間性を養うことを重視した科

目を配置した。保健・医療・福祉などに関連する分野に貢献する者として備えておくべき知識や考え方、これら

分野において対象となる人間そのものや、人間としての生き方などを学ぶことを目的としている。

　科目をテーマごとに『人間と文化』、『人間と社会』、『健康科学』および『語学』に分類し、24単位以上を卒業

要件と定め、幅広く偏りのない知識基盤を築くことを意図した。また選択の自由度を高めるため、科目数を広く

設定するよう配置した。

（A）『人間と文化』（10単位以上）
　配当年次を1・2年次中心とし、文化や社会生活に関連する科目を配置し、サービスや対人支援に携わること

を想定し、人間理解の重要性を踏まえた科目を中心に配置した。科目選択の自由度を上げるため、広範な教養科

目を設置し12科目21単位の中から10単位以上の履修を卒業要件とする。

　社会福祉士養成・精神保健福祉士の指定科目である「心理学と心理的支援」を必修とし、北海道という地域を

理解することを重要視し「北海道史」についても必修とする。さらに、「発達心理学」、「ボランティア活動」に

ついても必修とする。

（B）『人間と社会』（8単位以上）
　配当年次を1・2年次中心とし、社会科学分野の基本的な知識、教養を身につけるための科目を配置している。

「法学入門」を必修とし、「政治学入門」、「経営学入門」、「マーケティング入門」、「会計学入門」など入門科目が

中心となる。11科目19単位のうちから8単位以上の履修を卒業要件とするが、社会福祉士養成の指定科目であ
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る「社会学と社会システム」については必修とする。

（C）『健康科学』（2単位以上）
　配当年次を1・2年次とし、健康科学に関する科目、「生活科学」、「健康とスポーツⅠ・Ⅱ」を配置し、3科

目3単位の中から「健康とスポーツⅠ」を必修科目とし、2単位以上の履修を卒業要件とする。

（D）『語学』（4単位以上）
　日本語を含めた4か国語を学べる科目配置である。必修科目の「日本語表現」は、近年のコミュニケーショ

ン能力の課題である読解力や文章力、レポートの書き方など大学生に必要な日本語の知識を正しく学び、社会人

基礎力としての正しい敬語やビジネス文書の作成等ができるよう、その基礎力を養う。外国語では、グローバル

な視点で北海道の地域性を加味し、医療関連事業の海外進出をする際、強みとなるよう「中国語」、「韓国語」を

学ぶ科目を配置し、近隣アジアの言語を学ぶ機会とする。また、英語科目は「英語Ⅰ（基礎）」を必修科目とし、

続く「英語Ⅱ（実践基礎）」、「英語Ⅲ（実践応用）」と積み上げ方式で、より高度な英語力を身につけさせる機会

を提供する。これら6科目12単位のうち4単位以上の履修を卒業要件とする。

②専門基礎教育科目（卒業要件：52単位以上）
　専門基礎教育科目は、保健・医療・福祉などに携わる一員として基礎的な専門知識獲得と多職種連携と地域に

おける実践を重視するため、保健・医療・福祉などの専門性を持つために必要な基礎知識や技術、多職種との連携、

地域での実践および経営を学ぶための科目を配置した。

　本科目の修得は、専門教育科目の理解につなげることを目的としている。その中で『社会福祉の基礎』、『医療

DX・福祉経営の基礎』に分類し、主に1年次から3年次を中心に履修できるように科目を配置した。

（A）『社会福祉の基礎』（46単位以上）
　共生社会デザイン学科での学びとして、修得しておきたい保健・医療・福祉などに関連する基本的な知識を修

得できるよう配置した科目区分である。医療DXマネジメント学科との共通科目として「ヒューマンデザイン論」

（2単位）を配置している。共生社会デザイン学科の特徴である「共生社会デザイン論」（2単位）と「社会福祉

の原理と政策Ⅰ・Ⅱ」（4単位）、「ソーシャルワークの原理」（2単位）、「ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅰ」（2

単位）は、共生社会デザイン学科の学びの根源であるため、1年次の必修科目とし、大学4年間を通して保健・

医療・福祉などに関わり、社会に貢献する者としての動機づけも意図している。2年次では「地域福祉と包括的

支援体制Ⅰ・Ⅱ」、「社会保障Ⅰ・Ⅱ」を必修科目とし、地域における実践の理解や、社会保障制度の理解を目指す。

　また、ICF（国際生活機能分類）の視点を学ぶ科目として、「ICFの理解」を必修とし、「医学概論」、「リハビリテー

ション論」、「障害者福祉」、「ケアマネジメント論」の科目を配置し、理解を深める。

　福祉の支援を必要とする各対象分野の「貧困に対する支援」、「障害者福祉」、「高齢者福祉」、「児童・家庭福祉」

などの科目を配置し、保健・医療・福祉などに関わる人材に必須と考えられる対象の理解と、具体的な制度や支

援の技術を修得できる科目を配置している。

　また、「医療ソーシャルワーク論」や「保健医療と福祉」を通じて、医療機関におけるソーシャルワークの理

解や医療倫理、ソーシャルワーカーの役割、多職種連携などを学ぶ。諸外国の医療・福祉などを理解する科目と

して「国際医療福祉論」の科目を配置することで、履修する学生の興味や将来への視野を広く持てるよう配慮した。

　心理に関する理解を深める科目として、「臨床心理学概論」、「心理学研究法」、「心理学統計法」、「心理学実験」、
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「心理的アセスメント」、「心理学的支援法」の科目を配置している。

　そのほか、「カウンセリング」、「ケアマネジメント論」等の対人援助職において重要な科目も、学生の将来によっ

ては単なる知識のみではない実践的な能力が問われる場面も多く想定されるため、学生自身がその必要性を考え

て選択履修できるように配置している。

　15科目29単位が必修であり、21科目41単位を選択科目として配置し、46単位以上を修得する。

（B）『医療DX・福祉経営の基礎』（6単位以上）
　医療DXおよび福祉や医療分野における基礎的な経営科目として7科目14単位を配置する。「情報リテラシー」、

「福祉サービスの組織と経営」および「介護施設経営」は必修とし、マネジメントの基礎を理解することや、地

域における連携などを学ぶことを目的とし、ソーシャルワークにおいても必要となるマネジメントについても学

修する。

　3科目6単位が必修であり、4科目8単位を選択科目として配置し、6単位以上を修得する。

③専門教育科目（卒業要件：48単位以上）
　専門教育科目は、保健・医療・福祉などの分野で求められるソーシャルワークを実践できる能力（知識と技術）

を確実に修得すること、人の心理面を理解し実践できる能力（知識と技術）、さらに社会人として実践現場で仕

事をする際に、専門職として質の高い支援を実践するための知識と技術を修得するための科目を配置する。また、

各人の将来目標に応じた資格取得を実現するための科目を配置する。

　専門教育科目は『ソーシャルワークの理論と方法』、『医療DX・福祉管理運営の実践』、『ソーシャルワーク演習』、

『ソーシャルワーク実習』、『総合科目』に分類し、以下のように科目を配置する。

（A）『ソーシャルワークの理論と方法』
　ソーシャルワークを実践できる能力の知識・技術についての講義科目を中心に配置する。「ソーシャルワーク

の基盤と専門職Ⅱ」、「ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」などのソーシャルワークに関する講義科

目のほか、精神保健福祉士養成の指定講義科目を配置する。ソーシャルワークの知識・技術の修得を涵養し、演

習科目、実習科目へとつなげていく。

　また、心理の理解を深めるため、「知覚・認知心理学」、「学習・言語心理学」、「感情・人格心理学」など9科

目を配置する。さらに、「認知症ケア論」では、認知症という疾患が多様で複合的な症状を呈するものであり、また、

認知症のその人だけでなく、家族や地域の問題としての対応が求められるものでもあるため、時間をかけて理解

する必要があり、大学の附属施設に認知症研究所を持つ利点を活かした特徴的な科目として配置する。

（B）『医療DX・福祉管理運営の実践』
　医療DXを理解する科目として、「医療DXワークショップA・B・C」を配置する。マネジメント理論の修得

科目として、「経営管理論」、「人的資源管理論」を配置し、病院や医療関連施設のマネジメントに関連する科目

として、「医療管理総論」、「医療安全・臨床倫理」を配置した。保健・医療・福祉など分野から地域を対象とし

た課題解決のための科目として、「持続可能社会と地域医療福祉経営」、「地域連携実践」、「ソーシャル・ビジネス」

を配置し、地域社会と事業の創造について学び、公共性の高い事業である保健・医療・福祉などによる地域の活

性化や社会貢献への期待に応えられるよう、知識基盤を築くことができる科目を配置した。ただし、これらの科

目はソーシャルワークをより発展させていく科目であり、選択は学生の主体性に任せる。
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（C）『ソーシャルワーク演習』
　知識と技術を具体化していくために、ケーススタディ（CS）など様々な学びの手法を提供する演習科目として、

「ソーシャルワーク演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」の演習科目を配置する。「ソーシャルワーク演習Ⅴ（精神）・Ⅵ（精神）・

Ⅶ（精神）」については、精神保健福祉士を目指す者を対象とした科目となる。加えて、「心理演習」も配置する。

　ICF（国際生活機能分類）の視点やソーシャルワークの知識・技術を、アクティブ・ラーニングを用いた演習

科目での学びを通じて、より実践力を高め、実習科目と関連づけていくことを目指す。

（D）『ソーシャルワーク実習』
　「ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」、「ソーシャルワーク実習Ⅰ・Ⅱ」のほか、「スクールソーシャル

ワーク実習指導」、「スクールソーシャルワーク実習」、「心理実習」の実習科目を配置する。専門基礎教育科目や

専門教育科目の「ソーシャルワークの理論と方法」、「医療DX・福祉管理運営の実践」、「ソーシャルワーク演習」

の科目で学んできた知識・技術について、実際の保健・医療・福祉など分野の現場で一定時間数の実習を行うこ

とで、知識・技術の理解と獲得を目指し、また自分自身の現状および課題に気づき、さらなる学びに向かう姿勢

を涵養する。

　配属実習前の実習指導、実習時における巡回訪問指導ならびに帰校日指導、配属実習後の事後指導など、科目

との連動を意識する。

（E）『総合科目』
　総合科目は他の2区分の学びを、演習を通じて社会で実践できるよう、形式知を応用し活用するための科目で

ある。「基礎演習」、「専門演習Ⅰ」、「専門演習Ⅱ」の3科目（6単位）を必修とし、「卒業研究」（4単位）を選

択科目とする。

　演習科目は、少人数制とし、ゼミナリステンが個々の目指す進路に向けてテーマを定め、調査・研究により、

その専門性を探究できるよう支援する。卒業研究を選択する学生には、演習の成果の論文作成指導を行い、進学

を希望する学生には、卒後の高度専門教育につなぐ指導方法をとる。
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区
分

学
位
授
与
方
針
（
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）：
D
P

D
P1

D
P2

D
P3

D
P4

D
P5

D
P6

履 修 年 次

学 　 期

人
間
を
尊
重
す
る
態
度
と
高
い
倫
理
観
を
養
い
、

人
間
を
統
合
的
な
存
在
と
し
て
理
解
す
る
能
力

を
身
に
つ
け
る

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
・
就
労
・
教
育
等

に
関
わ
る
専
門
的
知
識
や
技
術
に
関
す
る
能
力

を
身
に
つ
け
る

利
用
者
主
体
の
生
活
支
援
と
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
の
展
開
過
程
を
実
施
で
き
る
能
力
を

身
に
つ
け
る

利
用
者
や
そ
の
家
族
の
生
活
課
題
を
ア
セ
ス
メ

ン
ト
し
、支
援
計
画
を
作
成
・
実
施
（
個
別
支
援
）

す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

地
域
の
生
活
課
題
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
支
援

計
画
を
作
成
・
実
施
（
地
域
支
援
）
す
る
能
力

を
身
に
つ
け
る

個
別
支
援
か
ら
地
域
支
援
へ
、
地
域
支
援
か
ら

個
別
支
援
へ
の
連
続
し
た
支
援
が
で
き
る
能
力

を
身
に
つ
け
る

1 年 次 履 修

前 　 期

基 礎 教 育 科 目

倫
理
学
（
選
2
）

心
理
学
と
心
理
的
支
援
（
必
2
）

経
営
学
入
門
（
選
1
）

統
計
学
（
選
2
）

会
計
学
入
門
（
選
2
）

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
Ⅰ
（
必
1
）

日
本
語
表
現
（
必
2
）

心
理
学
と
心
理
的
支
援
（
必
2
）

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
Ⅰ
（
必
1
）

心
理
学
と
心
理
的
支
援
（
必
2
）

心
理
学
と
心
理
的
支
援
（
必
2
）

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
Ⅰ
（
必
1
）

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
Ⅰ
（
必
1
）

専 門 基 礎

教 育 科 目

ヒ
ュ
ー
マ
ン
デ
ザ
イ
ン
論
（
必
2
）

社
会
福
祉
の
原
理
と
政
策
Ⅰ
（
必
2
）

障
害
者
福
祉
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
基
盤
と
専
門
職
Ⅰ
（
必
2
）

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
必
2
）

ヒ
ュ
ー
マ
ン
デ
ザ
イ
ン
論
（
必
2
）

社
会
福
祉
の
原
理
と
政
策
Ⅰ
（
必
2
）

障
害
者
福
祉
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
基
盤
と
専
門
職
Ⅰ
（
必
2
）

医
療
情
報
概
論
（
選
2
）

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
（
必
2
）

ヒ
ュ
ー
マ
ン
デ
ザ
イ
ン
論
（
必
2
）

障
害
者
福
祉
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
基
盤
と
専
門
職
Ⅰ
（
必
2
）

ヒ
ュ
ー
マ
ン
デ
ザ
イ
ン
論
（
必
2
）

障
害
者
福
祉
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
基
盤
と
専
門
職
Ⅰ
（
必
2
）

障
害
者
福
祉
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
基
盤
と
専
門
職
Ⅰ
（
必
2
）

専 門 教 育 科 目

基
礎
演
習
（
必
2
）

医
療
D
X
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
A
（
選
1
）

基
礎
演
習
（
必
2
）

基
礎
演
習
（
必
2
）

基
礎
演
習
（
必
2
）

基
礎
演
習
（
必
2
）

後 　 期

基 礎 教 育 科 目

北
海
道
史
（
必
1
）

発
達
心
理
学
（
必
2
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
必
1
）

法
学
入
門
（
必
2
）

経
済
学
入
門
（
選
1
）

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
入
門
（
選
2
）

簿
記
入
門
（
選
2
）

生
活
科
学
（
選
1
）

英
語
Ⅰ
（
基
礎
）（
必
2
）

韓
国
語
（
選
2
）

発
達
心
理
学
（
必
2
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
必
1
）

発
達
心
理
学
（
必
2
）

発
達
心
理
学
（
必
2
）

専 門 基 礎

教 育 科 目

共
生
社
会
デ
ザ
イ
ン
論
（
必
2
）

社
会
福
祉
の
原
理
と
政
策
Ⅱ
（
必
2
）

医
学
概
論
（
必
2
）

共
生
社
会
デ
ザ
イ
ン
論
（
必
2
）

社
会
福
祉
の
原
理
と
政
策
Ⅱ
（
必
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
原
理
（
必
2
）

高
齢
者
福
祉
（
選
2
）

医
学
概
論
（
必
2
）

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
論
（
選
2
）

共
生
社
会
デ
ザ
イ
ン
論
（
必
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
原
理
（
必
2
）

共
生
社
会
デ
ザ
イ
ン
論
（
必
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
原
理
（
必
2
）

高
齢
者
福
祉
（
選
2
）

共
生
社
会
デ
ザ
イ
ン
論
（
必
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
原
理
（
必
2
）

高
齢
者
福
祉
（
選
2
）

共
生
社
会
デ
ザ
イ
ン
論
（
必
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
原
理
（
必
2
）

専 門 教 育 科 目

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅰ
（
必
2
）

基
礎
演
習
（
必
2
）

現
代
の
精
神
保
健
の
課
題
と
支
援
Ⅰ
（
選
2
）

医
療
D
X
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
B（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
（
選
2
）

基
礎
演
習
（
必
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅰ
（
必
2
）

現
代
の
精
神
保
健
の
課
題
と
支
援
Ⅰ
（
選
2
）

基
礎
演
習
（
必
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅰ
（
必
2
）

現
代
の
精
神
保
健
の
課
題
と
支
援
Ⅰ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
（
選
2
）

基
礎
演
習
（
必
2
）

現
代
の
精
神
保
健
の
課
題
と
支
援
Ⅰ
（
選
2
）

基
礎
演
習
（
必
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
（
選
2
）

ヒ
ュ
ー
マ
ン
デ
ザ
イ
ン
学
部
　
共
生
社
会
デ
ザ
イ
ン
学
科
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
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Ⅲ- ３　共生社会デザイン学科

ⅢⅢ

ⅢⅢ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

区
分

学
位
授
与
方
針
（
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）：
D
P

D
P1

D
P2

D
P3

D
P4

D
P5

D
P6

履 修 年 次

学 　 期

人
間
を
尊
重
す
る
態
度
と
高
い
倫
理
観
を
養
い
、

人
間
を
統
合
的
な
存
在
と
し
て
理
解
す
る
能
力

を
身
に
つ
け
る

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
・
就
労
・
教
育
等

に
関
わ
る
専
門
的
知
識
や
技
術
に
関
す
る
能
力

を
身
に
つ
け
る

利
用
者
主
体
の
生
活
支
援
と
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
の
展
開
過
程
を
実
施
で
き
る
能
力
を

身
に
つ
け
る

利
用
者
や
そ
の
家
族
の
生
活
課
題
を
ア
セ
ス
メ

ン
ト
し
、支
援
計
画
を
作
成
・
実
施
（
個
別
支
援
）

す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

地
域
の
生
活
課
題
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
支
援

計
画
を
作
成
・
実
施
（
地
域
支
援
）
す
る
能
力

を
身
に
つ
け
る

個
別
支
援
か
ら
地
域
支
援
へ
、
地
域
支
援
か
ら

個
別
支
援
へ
の
連
続
し
た
支
援
が
で
き
る
能
力

を
身
に
つ
け
る

2 年 次 履 修

前 期

基 礎 教 育 科 目

人
間
の
尊
厳
と
自
立
（
選
2
）

教
育
学
（
選
2
）

政
治
学
入
門
（
選
1
）

行
政
法
（
選
2
）

社
会
学
と
社
会
シ
ス
テ
ム
（
必
2
）

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
Ⅱ
（
選
1
）

英
語
Ⅱ
（
実
践
基
礎
）（
選
2
）

中
国
語
（
選
2
）

人
間
の
尊
厳
と
自
立
（
選
2
）

教
育
学
（
選
2
）

社
会
学
と
社
会
シ
ス
テ
ム
（
必
2
）

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
Ⅱ
（
選
1
）

人
間
の
尊
厳
と
自
立
（
選
2
）

社
会
学
と
社
会
シ
ス
テ
ム
（
必
2
）

人
間
の
尊
厳
と
自
立
（
選
2
）

教
育
学
（
選
2
）

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
Ⅱ
（
選
1
）

社
会
学
と
社
会
シ
ス
テ
ム
（
必
2
）

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
Ⅱ
（
選
1
）

社
会
学
と
社
会
シ
ス
テ
ム
（
必
2
）

専 門 基 礎 教 育 科 目

地
域
福
祉
と
包
括
的
支
援
体
制
Ⅰ
（
必
2
）

社
会
保
障
Ⅰ
（
必
2
）

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
（
選
2
）

社
会
福
祉
調
査
の
基
礎
（
選
2
）

公
認
心
理
師
の
職
責
（
選
2
）

地
域
福
祉
と
包
括
的
支
援
体
制
Ⅰ
（
必
2
）

社
会
保
障
Ⅰ
（
必
2
）

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
（
選
2
）

公
認
心
理
師
の
職
責
（
選
2
）

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論
（
必
2
）

IC
F
の
理
解
（
必
1
）

地
域
福
祉
と
包
括
的
支
援
体
制
Ⅰ
（
必
2
）

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
（
選
2
）

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論
（
必
2
）

IC
F
の
理
解
（
必
1
）

地
域
福
祉
と
包
括
的
支
援
体
制
Ⅰ
（
必
2
）

社
会
保
障
Ⅰ
（
必
2
）

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
（
選
2
）

公
認
心
理
師
の
職
責
（
選
2
）

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論
（
必
2
）

IC
F
の
理
解
（
必
1
）

地
域
福
祉
と
包
括
的
支
援
体
制
Ⅰ
（
必
2
）

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論
（
必
2
）

地
域
福
祉
と
包
括
的
支
援
体
制
Ⅰ
（
必
2
）

公
認
心
理
師
の
職
責
（
選
2
）

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論
（
必
2
）

専 門 教 育 科 目

精
神
保
健
福
祉
の
原
理
Ⅰ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅰ
（
必
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅱ
（
必
2
）

現
代
の
精
神
保
健
の
課
題
と
支
援
Ⅱ
（
選
2
）

精
神
保
健
福
祉
の
原
理
Ⅰ
（
選
2
）

医
療
D
X
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
C（
選
1
）

医
療
管
理
総
論
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅰ
（
必
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅱ
（
必
2
）

現
代
の
精
神
保
健
の
課
題
と
支
援
Ⅱ
（
選
2
）

精
神
保
健
福
祉
の
原
理
Ⅰ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅰ
（
必
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅱ
（
必
2
）

現
代
の
精
神
保
健
の
課
題
と
支
援
Ⅱ
（
選
2
）

精
神
保
健
福
祉
の
原
理
Ⅰ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅰ
（
必
1
）

現
代
の
精
神
保
健
の
課
題
と
支
援
Ⅱ
（
選
2
）

精
神
保
健
福
祉
の
原
理
Ⅰ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅰ
（
必
1
）

後 期

基 礎 教 育 科 目

文
化
人
類
学
（
選
2
）

文
学
（
選
1
）

英
語
Ⅲ
（
実
践
応
用
）（
選
2
）

専 門 基 礎 教 育 科 目

地
域
福
祉
と
包
括
的
支
援
体
制
Ⅱ
（
必
2
）

社
会
保
障
Ⅱ
（
必
2
）

児
童
・
家
庭
福
祉
（
選
2
）

公
衆
衛
生
学
（
選
2
）

臨
床
心
理
学
概
論
（
選
2
）

地
域
福
祉
と
包
括
的
支
援
体
制
Ⅱ
（
必
2
）

社
会
保
障
Ⅱ
（
必
2
）

児
童
・
家
庭
福
祉
（
選
2
）

保
健
医
療
と
福
祉
（
必
2
）

公
衆
衛
生
学
（
選
2
）

臨
床
心
理
学
概
論
（
選
2
）

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
選
2
）

地
域
福
祉
と
包
括
的
支
援
体
制
Ⅱ
（
必
2
）

児
童
・
家
庭
福
祉
（
選
2
）

保
健
医
療
と
福
祉
（
必
2
）

臨
床
心
理
学
概
論
（
選
2
）

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
選
2
）

地
域
福
祉
と
包
括
的
支
援
体
制
Ⅱ
（
必
2
）

社
会
保
障
Ⅱ
（
必
2
）

児
童
・
家
庭
福
祉
（
選
2
）

保
健
医
療
と
福
祉
（
必
2
）

公
衆
衛
生
学
（
選
2
）

臨
床
心
理
学
概
論
（
選
2
）

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
選
2
）

地
域
福
祉
と
包
括
的
支
援
体
制
Ⅱ
（
必
2
）

児
童
・
家
庭
福
祉
（
選
2
）

保
健
医
療
と
福
祉
（
必
2
）

公
衆
衛
生
学
（
選
2
）

臨
床
心
理
学
概
論
（
選
2
）

臨
床
心
理
学
概
論
（
選
2
）

専 門 教 育 科 目

精
神
保
健
福
祉
の
原
理
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅰ
（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅲ
（
選
2
）

精
神
保
健
福
祉
の
原
理
Ⅱ
（
選
2
）

地
域
連
携
実
践
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅰ
（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅲ
（
選
2
）

精
神
保
健
福
祉
の
原
理
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅰ
（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅲ
（
選
2
）

精
神
保
健
福
祉
の
原
理
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅰ
（
選
1
）

精
神
保
健
福
祉
の
原
理
Ⅱ
（
選
2
）

地
域
連
携
実
践
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅰ
（
選
1
）

精
神
保
健
福
祉
の
原
理
Ⅱ
（
選
2
）

地
域
連
携
実
践
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅰ
（
選
1
）

ヒ
ュ
ー
マ
ン
デ
ザ
イ
ン
学
部
　
共
生
社
会
デ
ザ
イ
ン
学
科
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
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Ⅲ- ３　共生社会デザイン学科

ⅢⅢ

ⅢⅢ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

区
分

学
位
授
与
方
針
（
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）：
D
P

D
P1

D
P2

D
P3

D
P4

D
P5

D
P6

履 修 年 次

学 　 期

人
間
を
尊
重
す
る
態
度
と
高
い
倫
理
観
を
養
い
、

人
間
を
統
合
的
な
存
在
と
し
て
理
解
す
る
能
力

を
身
に
つ
け
る

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
・
就
労
・
教
育
等

に
関
わ
る
専
門
的
知
識
や
技
術
に
関
す
る
能
力

を
身
に
つ
け
る

利
用
者
主
体
の
生
活
支
援
と
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
の
展
開
過
程
を
実
施
で
き
る
能
力
を

身
に
つ
け
る

利
用
者
や
そ
の
家
族
の
生
活
課
題
を
ア
セ
ス
メ

ン
ト
し
、支
援
計
画
を
作
成
・
実
施
（
個
別
支
援
）

す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

地
域
の
生
活
課
題
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
支
援

計
画
を
作
成
・
実
施
（
地
域
支
援
）
す
る
能
力

を
身
に
つ
け
る

個
別
支
援
か
ら
地
域
支
援
へ
、
地
域
支
援
か
ら

個
別
支
援
へ
の
連
続
し
た
支
援
が
で
き
る
能
力

を
身
に
つ
け
る

3 年 次 履 修

前 　 期

基 礎 教 育 科 目

家
族
社
会
学
（
選
2
）

家
族
社
会
学
（
選
2
）

専 門 基 礎

教 育 科 目

貧
困
に
対
す
る
支
援
（
選
2
）

貧
困
に
対
す
る
支
援
（
選
2
）

権
利
擁
護
を
支
え
る
法
制
度
（
必
2
）

心
理
学
研
究
法
（
選
2
）

心
理
学
実
験
（
選
2
）

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
（
選
2
）

地
域
医
療
連
携
と
チ
ー
ム
医
療
（
選
2
）

貧
困
に
対
す
る
支
援
（
選
2
）

権
利
擁
護
を
支
え
る
法
制
度
（
必
2
）

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
（
選
2
）

貧
困
に
対
す
る
支
援
（
選
2
）

権
利
擁
護
を
支
え
る
法
制
度
（
必
2
）

心
理
学
研
究
法
（
選
2
）

心
理
学
実
験
（
選
2
）

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
（
選
2
）

貧
困
に
対
す
る
支
援
（
選
2
）

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
（
選
2
）

地
域
医
療
連
携
と
チ
ー
ム
医
療
（
選
2
）

地
域
活
性
化
と
地
域
医
療
（
選
2
）

心
理
学
研
究
法
（
選
2
）

心
理
学
実
験
（
選
2
）

地
域
医
療
連
携
と
チ
ー
ム
医
療
（
選
2
）

地
域
活
性
化
と
地
域
医
療
（
選
2
）

専 門 教 育 科 目

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅲ
（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅴ
（
精
神
）（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅰ
（
選
6
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅳ
（
選
2
）

精
神
医
学
と
精
神
医
療
Ⅰ
（
選
2
）

学
習
・
言
語
心
理
学
（
選
2
）

社
会
・
集
団
・
家
族
心
理
学
（
選
2
）

経
営
管
理
論
（
選
2
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅲ
（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅴ
（
精
神
）（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅰ
（
選
6
）

専
門
演
習
Ⅰ
（
必
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅳ
（
選
2
）

精
神
医
学
と
精
神
医
療
Ⅰ
（
選
2
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅲ
（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅴ
（
精
神
）（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅰ
（
選
6
）

専
門
演
習
Ⅰ
（
必
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅳ
（
選
2
）

精
神
医
学
と
精
神
医
療
Ⅰ
（
選
2
）

学
習
・
言
語
心
理
学
（
選
2
）

社
会
・
集
団
・
家
族
心
理
学
（
選
2
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅲ
（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅴ
（
精
神
）（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅰ
（
選
6
）

専
門
演
習
Ⅰ
（
必
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅳ
（
選
2
）

社
会
・
集
団
・
家
族
心
理
学
（
選
2
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅲ
（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅴ
（
精
神
）（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅰ
（
選
6
）

専
門
演
習
Ⅰ
（
必
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅳ
（
選
2
）

学
習
・
言
語
心
理
学
（
選
2
）

社
会
・
集
団
・
家
族
心
理
学
（
選
2
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅲ
（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅴ
（
精
神
）（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅰ
（
選
6
）

専
門
演
習
Ⅰ
（
必
2
）

後 　 期

専 門 基 礎

教 育 科 目

国
際
医
療
福
祉
論
（
選
2
）

心
理
学
的
支
援
法
（
選
2
）

国
際
医
療
福
祉
論
（
選
2
）

心
理
学
統
計
法
（
選
2
）

心
理
学
的
支
援
法
（
選
2
）

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
（
選
2
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
組
織
と
経
営
（
必
2
）

心
理
学
的
支
援
法
（
選
2
）

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
（
選
2
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
組
織
と
経
営
（
必
2
）

国
際
医
療
福
祉
論
（
選
2
）

心
理
学
統
計
法
（
選
2
）

心
理
学
的
支
援
法
（
選
2
）

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
（
選
2
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
組
織
と
経
営
（
必
2
）

国
際
医
療
福
祉
論
（
選
2
）

心
理
学
的
支
援
法
（
選
2
）

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
（
選
2
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
組
織
と
経
営
（
必
2
）

心
理
学
統
計
法
（
選
2
）

心
理
学
的
支
援
法
（
選
2
）

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
（
選
2
）

専 門 教 育 科 目

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅴ
（
選
2
）

精
神
保
健
福
祉
制
度
論
（
選
2
）

知
覚
・
認
知
心
理
学
（
選
2
）

障
害
者
（
児
）
心
理
学
（
選
2
）

医
療
安
全
・
臨
床
倫
理
（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅵ
（
精
神
）（
選
1
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅲ（
精
神
）（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅰ
（
選
6
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅴ
（
選
2
）

精
神
医
学
と
精
神
医
療
Ⅱ
（
選
2
）

精
神
保
健
福
祉
制
度
論
（
選
2
）

知
覚
・
認
知
心
理
学
（
選
2
）

障
害
者
（
児
）
心
理
学
（
選
2
）

人
的
資
源
管
理
論
（
選
2
）

医
療
安
全
・
臨
床
倫
理
（
選
1
）

持
続
可
能
社
会
と
地
域
医
療
福
祉
経
営
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅵ
（
精
神
）（
選
1
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅲ（
精
神
）（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅰ
（
選
6
）

専
門
演
習
Ⅰ
（
必
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅴ
（
選
2
）

精
神
医
学
と
精
神
医
療
Ⅱ
（
選
2
）

精
神
保
健
福
祉
制
度
論
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅵ
（
精
神
）（
選
1
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅲ（
精
神
）（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅰ
（
選
6
）

専
門
演
習
Ⅰ
（
必
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅴ
（
選
2
）

精
神
医
学
と
精
神
医
療
Ⅱ
（
選
2
）

精
神
保
健
福
祉
制
度
論
（
選
2
）

知
覚
・
認
知
心
理
学
（
選
2
）

障
害
者
（
児
）
心
理
学
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅵ
（
精
神
）（
選
1
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅲ（
精
神
）（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅰ
（
選
6
）

専
門
演
習
Ⅰ
（
必
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅴ
（
選
2
）

精
神
保
健
福
祉
制
度
論
（
選
2
）

持
続
可
能
社
会
と
地
域
医
療
福
祉
経
営
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅵ
（
精
神
）（
選
1
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅲ（
精
神
）（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅰ
（
選
6
）

専
門
演
習
Ⅰ
（
必
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅴ
（
選
2
）

知
覚
・
認
知
心
理
学
（
選
2
）

障
害
者
（
児
）
心
理
学
（
選
2
）

持
続
可
能
社
会
と
地
域
医
療
福
祉
経
営
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅵ
（
精
神
）（
選
1
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅲ（
精
神
）（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅰ
（
選
6
）

専
門
演
習
Ⅰ
（
必
2
）

ヒ
ュ
ー
マ
ン
デ
ザ
イ
ン
学
部
　
共
生
社
会
デ
ザ
イ
ン
学
科
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ



―       ―46

Ⅲ- ３　共生社会デザイン学科

ⅢⅢ

ⅢⅢ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

区
分

学
位
授
与
方
針
（
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）：
D
P

D
P1

D
P2

D
P3

D
P4

D
P5

D
P6

履 修 年 次

学 　 期

人
間
を
尊
重
す
る
態
度
と
高
い
倫
理
観
を
養
い
、

人
間
を
統
合
的
な
存
在
と
し
て
理
解
す
る
能
力

を
身
に
つ
け
る

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
・
就
労
・
教
育
等

に
関
わ
る
専
門
的
知
識
や
技
術
に
関
す
る
能
力

を
身
に
つ
け
る

利
用
者
主
体
の
生
活
支
援
と
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
の
展
開
過
程
を
実
施
で
き
る
能
力
を

身
に
つ
け
る

利
用
者
や
そ
の
家
族
の
生
活
課
題
を
ア
セ
ス
メ

ン
ト
し
、支
援
計
画
を
作
成
・
実
施
（
個
別
支
援
）

す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

地
域
の
生
活
課
題
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
支
援

計
画
を
作
成
・
実
施
（
地
域
支
援
）
す
る
能
力

を
身
に
つ
け
る

個
別
支
援
か
ら
地
域
支
援
へ
、
地
域
支
援
か
ら

個
別
支
援
へ
の
連
続
し
た
支
援
が
で
き
る
能
力

を
身
に
つ
け
る

4 年 次 履 修

前 　 期

基 礎 教 育 科 目

福
祉
心
理
学
（
選
2
）

教
育
・
学
校
心
理
学
（
選
2
）

福
祉
心
理
学
（
選
2
）

教
育
・
学
校
心
理
学
（
選
2
）

福
祉
心
理
学
（
選
2
）

教
育
・
学
校
心
理
学
（
選
2
）

福
祉
心
理
学
（
選
2
）

教
育
・
学
校
心
理
学
（
選
2
）

専 門 基 礎

教 育 科 目

刑
事
司
法
と
福
祉
（
選
2
）

心
理
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
選
2
）

刑
事
司
法
と
福
祉
（
選
2
）

心
理
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
選
2
）

リ
ー
ダ
ー
論
（
選
2
）

福
祉
用
具
と
福
祉
機
器
（
選
1
）

介
護
施
設
経
営
（
必
2
）

刑
事
司
法
と
福
祉
（
選
2
）

福
祉
用
具
と
福
祉
機
器
（
選
1
）

心
理
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
選
2
）

福
祉
用
具
と
福
祉
機
器
（
選
1
）

介
護
施
設
経
営
（
必
2
）

リ
ー
ダ
ー
論
（
選
2
）

介
護
施
設
経
営
（
必
2
）

専 門 教 育 科 目

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅵ
（
選
2
）

精
神
障
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論
（
選
2
）

心
理
演
習
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅳ（
精
神
）（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅱ
（
精
神
）（
選
5
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
（
選
1
）

卒
業
研
究
（
選
4
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
基
盤
と
専
門
職
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅵ
（
選
2
）

精
神
障
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論
（
選
2
）

感
情
・
人
格
心
理
学
（
選
2
）

神
経
・
生
理
心
理
学
（
選
2
）

司
法
・
犯
罪
心
理
学
（
選
2
）

関
係
行
政
論
（
心
理
）（
選
2
）

終
末
期
ケ
ア
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
（
選
2
）

認
知
症
ケ
ア
論
（
選
2
）

心
理
演
習
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅳ（
精
神
）（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅱ
（
精
神
）（
選
5
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
（
選
1
）

専
門
演
習
Ⅱ
（
必
2
）

卒
業
研
究
（
選
4
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
基
盤
と
専
門
職
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅵ
（
選
2
）

精
神
障
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論
（
選
2
）

終
末
期
ケ
ア
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
（
選
2
）

認
知
症
ケ
ア
論
（
選
2
）

心
理
演
習
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅳ（
精
神
）（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅱ
（
精
神
）（
選
5
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
（
選
1
）

専
門
演
習
Ⅱ
（
必
2
）

卒
業
研
究
（
選
4
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
基
盤
と
専
門
職
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅵ
（
選
2
）

精
神
障
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論
（
選
2
）

感
情
・
人
格
心
理
学
（
選
2
）

神
経
・
生
理
心
理
学
（
選
2
）

司
法
・
犯
罪
心
理
学
（
選
2
）

関
係
行
政
論
（
心
理
）（
選
2
）

終
末
期
ケ
ア
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
（
選
2
）

認
知
症
ケ
ア
論
（
選
2
）

心
理
演
習
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅳ（
精
神
）（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅱ
（
精
神
）（
選
5
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
（
選
1
）

専
門
演
習
Ⅱ
（
必
2
）

卒
業
研
究
（
選
4
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
基
盤
と
専
門
職
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅵ
（
選
2
）

精
神
障
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論
（
選
2
）

終
末
期
ケ
ア
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
（
選
2
）

認
知
症
ケ
ア
論
（
選
2
）

心
理
演
習
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅳ（
精
神
）（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅱ
（
精
神
）（
選
5
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
（
選
1
）

専
門
演
習
Ⅱ
（
必
2
）

卒
業
研
究
（
選
4
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
基
盤
と
専
門
職
Ⅱ
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
Ⅵ
（
選
2
）

感
情
・
人
格
心
理
学
（
選
2
）

神
経
・
生
理
心
理
学
（
選
2
）

司
法
・
犯
罪
心
理
学
（
選
2
）

関
係
行
政
論
（
心
理
）（
選
2
）

終
末
期
ケ
ア
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
（
選
2
）

認
知
症
ケ
ア
論
（
選
2
）

心
理
演
習
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅳ（
精
神
）（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅱ
（
精
神
）（
選
5
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
（
選
1
）

専
門
演
習
Ⅱ
（
必
2
）

卒
業
研
究
（
選
4
）

後 　 期

基 礎 教 育 科 目

健
康
・
医
療
心
理
学
（
選
2
）

健
康
・
医
療
心
理
学
（
選
2
）

健
康
・
医
療
心
理
学
（
選
2
）

専 門 教 育 科 目

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅳ
（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅳ（
精
神
）（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅱ
（
精
神
）（
選
5
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
（
選
3
）

心
理
実
習
（
選
2
）

卒
業
研
究
（
選
4
）

産
業
・
組
織
心
理
学
（
選
2
）

医
療
的
ケ
ア
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅳ
（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅳ（
精
神
）（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅱ
（
精
神
）（
選
5
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
（
選
3
）

心
理
実
習
（
選
2
）

専
門
演
習
Ⅱ
（
必
2
）

卒
業
研
究
（
選
4
）

医
療
的
ケ
ア
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅳ
（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅳ（
精
神
）（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅱ
（
精
神
）（
選
5
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
（
選
3
）

心
理
実
習
（
選
2
）

専
門
演
習
Ⅱ
（
必
2
）

卒
業
研
究
（
選
4
）

医
療
的
ケ
ア
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅳ
（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅳ（
精
神
）（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅱ
（
精
神
）（
選
5
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
（
選
3
）

心
理
実
習
（
選
2
）

専
門
演
習
Ⅱ
（
必
2
）

卒
業
研
究
（
選
4
）

産
業
・
組
織
心
理
学
（
選
2
）

医
療
的
ケ
ア
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅳ
（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅳ（
精
神
）（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅱ
（
精
神
）（
選
5
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
（
選
3
）

心
理
実
習
（
選
2
）

専
門
演
習
Ⅱ
（
必
2
）

卒
業
研
究
（
選
4
）

産
業
・
組
織
心
理
学
（
選
2
）

医
療
的
ケ
ア
（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅳ
（
選
1
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅳ（
精
神
）（
選
2
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅱ
（
精
神
）（
選
5
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
（
選
3
）

心
理
実
習
（
選
2
）

専
門
演
習
Ⅱ
（
必
2
）

卒
業
研
究
（
選
4
）

ヒ
ュ
ー
マ
ン
デ
ザ
イ
ン
学
部
　
共
生
社
会
デ
ザ
イ
ン
学
科
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
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ⅢⅢ

ⅢⅢ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

〈
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ツ
リ
ー
　
共
生
社
会
デ
ザ
イ
ン
学
科
〉

共
生
社
会
デ
ザ
イ
ン
学
科

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

（
D
P）

D
P1
．

人
間
を
尊
重
す
る
態
度
と
高
い
倫
理
観

を
養
い
、
人
間
を
統
合
的
な
存
在
と
し

て
理
解
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

D
P2
．

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
・
就
労
・

教
育
等
に
関
わ
る
専
門
的
知
識
や
技
術

に
関
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

D
P3
．

利
用
者
主
体
の
生
活
支
援
と
し
て
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
展
開
過
程
を
実
施
で

き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

D
P4
．

利
用
者
や
そ
の
家
族
の
生
活
課
題
を
ア

セ
ス
メ
ン
ト
し
、
支
援
計
画
を
作
成
・

実
施（
個
別
支
援
）す
る
能
力
を
身
に
つ

け
る

D
P5
．

地
域
の
生
活
課
題
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、

支
援
計
画
を
作
成
・
実
施（
地
域
支
援
）

す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

D
P6
．

個
別
支
援
か
ら
地
域
支
援
へ
、
地
域
支

援
か
ら
個
別
支
援
へ
の
連
続
し
た
支
援

が
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

共
生
社
会
デ
ザ
イ
ン
学
科

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー

（
CP
）

CP
1．

人
権
や
多
様
な
人
間
性
を
尊
重
し
、
主

体
的
に
関
わ
る
能
力
を
育
成
す
る
た
め

に
、
基
礎
と
な
る
知
識
と
豊
か
な
人
格

を
涵
養
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
科
目
を

基
礎
教
育
科
目
に
配
置
す
る

CP
2．

包
括
的
な
支
援
に
必
要
な
専
門
職
か
つ

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、
社
会
福
祉
と

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎
に
関
す
る
科
目

を
専
門
基
礎
教
育
科
目
に
配
置
す
る
基

礎
教
育
科
目
に
配
置
す
る

CP
3．

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
人
の
支

援
を
可
能
と
す
る
た
め
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
科

目
を
専
門
教
育
科
目
に
配
置
す
る

CP
4．

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ（
CS
）や
問
題
解
決
型

学
習（
PB
L）
を
通
し
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
問
題
解
決
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
関
す
る
科
目
を
配
置
す
る

CP
5．

学
習
成
果
の
評
価
は
、
学
力
3
要
素「
知

識
・
技
能
」「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」

「
主
体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
」を
原
則

と
し
、
5
段
階
の
評
価
で
示
す

必
修
科
目

前
期

1
年
次

後
期

前
期

2
年
次

後
期

前
期

3
年
次

後
期

前
期

4
年
次

後
期

科
目
区
分

関
連 D
P

健
康
・
医
療
心
理
学

刑
事
司
法
と
福
祉

リ
ー
ダ
ー
論

教
育
・
学
校
心
理
学

福
祉
心
理
学

国
際
医
療
福
祉
論

権
利
擁
護
を
支
える
法
制
度

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
論

家
族
社
会
学

社
会
保
障
Ⅱ

地
域
福
祉と
包
括
的
支
援
体
制Ⅱ

公
衆
衛
生
学

保
健
医
療
と
福
祉

英
語
Ⅲ（
実
践
応
用
）

文
化
人
類
学

文
学

社
会
福
祉
調
査
の
基
礎

社
会
保
障
Ⅰ

地
域
福
祉と
包
括
的
支
援
体
制Ⅰ

中
国
語

英
語
Ⅱ（
実
践
基
礎
）

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
Ⅱ

社
会
学
と
社
会
シ
ス
テ
ム

政
治
学
入
門

行
政
法

人
間
の
尊
厳
と
自
立

教
育
学

共
生
社
会
デ
ザ
イ
ン
論

社
会
福
祉
の
原
理
と
政
策
Ⅱ

韓
国
語

英
語
Ⅰ（
基
礎
）

生
活
科
学

簿
記
入
門

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
入
門

経
済
学
入
門

法
学
入
門

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

北
海
道
史

発
達
心
理
学

ヒ
ュ
ー
マ
ン
デ
ザ
イ
ン
論

社
会
福
祉
の
原
理
と
政
策Ⅰ

日
本
語
表
現

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
Ⅰ

会
計
学
入
門

統
計
学

経
営
学
入
門

心
理
学
と
心
理
的
支
援

倫
理
学

社 会 福 祉 の 基 礎語 学健 康 科 学人 間 と 社 会人 間 と 文 化

専 門 基 礎 科 目基 礎 教 育 科 目

D
P1
D
P2
D
P3
D
P4
D
P5
D
P6

D
P1
D
P2
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ⅢⅢ

ⅢⅢ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

③ ③

卒
業
研
究

専
門
演
習
Ⅱ

心
理
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト

福
祉
用
具
と
福
祉
機
器

② ②

① ①

心
理
学
的
支
援
法

心
理
学
統
計
法

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

専
門
演
習
Ⅰ

心
理
学
実
験

心
理
学
研
究
法

貧
困
に
対
す
る
支
援

心
理
実
習

スク
ール
ソー
シャ
ルワ
ーク
実
習

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
実
習
指
導

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅱ（
精
神
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅳ（
精
神
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

実
習
指
導
Ⅲ（
精
神
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅰ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
指
導
Ⅱ

ソ
ーシ
ャル
ワ
ーク
実
習
指
導Ⅰ

臨
床
心
理
学
概
論

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

児
童
・
家
庭
福
祉

公
認
心
理
師
の
職
責

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
ショ
ン
論

人
体
の
構
造と
機
能
及
び
疾
病

IC
F
の
理
解

産
業
・
組
織
心
理
学

医
療
的
ケ
ア

神
経
・
生
理
心
理
学

感
情
・
人
格
心
理
学

司
法
・
犯
罪
心
理
学

関
係
行
政
論（
心
理
）

認
知
症
ケ
ア
論

終
末
期ケ
アと
ソー
シャ
ルワ
ーク

精
神
障
害リ
ハビ
リテ
ーシ
ョン
論

ソー
シャ
ルワ
ーク
の理
論と
方
法Ⅵ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の

基
盤
と
専
門
職
Ⅱ

障
害
者（
児
）心
理
学

知
覚
・
認
知
心
理
学

精
神
保
健
福
祉
制
度
論

精
神
医
学
と
精
神
医
療
Ⅱ

ソー
シャ
ルワ
ーク
の理
論と
方
法Ⅴ

社
会
・
集
団
・
家
族
心
理
学

学
習
・
言
語
心
理
学

精
神
医
学
と
精
神
医
療Ⅰ

スク
ー
ルソ
ーシ
ャル
ワ
ーク
論

ソー
シャ
ルワ
ーク
の理
論と
方
法Ⅳ

精
神
保
健
福
祉
の
原
理
Ⅱ

ソー
シャ
ルワ
ーク
の理
論と
方
法Ⅲ

精
神
保
健
福
祉
の
原
理Ⅰ

現代
の精
神保
健の
課題
と支
援Ⅱ

ソー
シャ
ルワ
ーク
の理
論と
方
法Ⅱ

現
代の
精
神
保
健の
課
題と
支
援Ⅰ

ソー
シャ
ルワ
ーク
の理
論と
方
法Ⅰ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
原
理

医
学
概
論

高
齢
者
福
祉

基
礎
演
習

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅳ

心
理
演
習

ソー
シャ
ルワ
ーク
演
習Ⅶ
（
精
神
）

ソー
シャ
ルワ
ーク
演
習Ⅵ
（
精
神
）

スク
ール
ソー
シャ
ルワ
ーク
演
習

ソー
シャ
ルワ
ーク
演
習Ⅴ
（
精
神
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅲ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅱ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習Ⅰ

持
続
可
能
社
会
と

地
域
医
療
福
祉
経
営

医
療
安
全
・
臨
床
倫
理

人
的
資
源
管
理
論

経
営
管
理
論

地
域
連
携
実
践

医
療
管
理
総
論

医
療
DX
ワ
ーク
ショ
ップ
C

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス

医
療
DX
ワ
ーク
ショ
ップ
B

医
療
DX
ワ
ーク
ショ
ップ
A

介
護
施
設
経
営

福
祉
サ
ービ
スの
組
織と
経
営

地
域
活
性
化
と
地
域
医
療

地
域
医
療
連
携と
チ
ーム
医
療

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
論

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

医
療
情
報
概
論

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の

基
盤
と
専
門
職
Ⅰ

障
害
者
福
祉

総 合 科 目ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 実 習ソ ー シ ャ ル ワ ー ク

演 習

医 療 D X ・

福 祉 管 理 運 営

の 実 践

ソ ー シ ャ ル ワ ー ク の 理 論 と 方 法

医 療 D X ・

福 祉 経 営

の 基 礎

社 会 福 祉 の 基 礎

専 門 教 育 科 目専 門 基 礎 科 目

D
P1
D
P2
D
P3
D
P4
D
P5
D
P6

D
P1
D
P2
D
P3
D
P4
D
P5
D
P6


